
一
豊
土
佐
一
国
を
拝
領

一
月
八
日　

一
豊
浦
戸
城
入
城

領
内
巡
視

一
豊
大
高
坂
城
へ
入
城
、
河
中
山
城
と
改
称
︵
の
ち
高
知
︵
智
︶
山
城
︶

九
月
二
〇
日　

藩
主
一
豊
没
す
︵
六
一
︶

一
一
月
一
三
日　

第
二
代
忠
義
襲
封

二
代
将
軍
秀
忠
よ
り
土
佐
一
国
︵
二
十
四
万
二
千
六
百
石
︶
の
領
知
判
物
を
下
付

野
中
兼
山
奉
行
職
就
任

七
月
三
日　

第
三
代
忠
豊
襲
封

忠
義
次
子
忠
直
中
村
支
藩
三
万
石
を
領
す
る

野
中
兼
山
奉
行
職
辞
任
︵
寛
文
改
替
︶

一
一
月
二
四
日　

藩
主
忠
義
没
す
︵
七
三
︶

六
月
一
五
日　

第
四
代
豊
昌
襲
封

八
月
五
日　

忠
豊
没
す
︵
六
一
︶

幕
府
預
人
伊
達
兵
部
高
知
到
着

中
村
三
万
石
収
公
︵
元
禄
九
年
還
付
︶

元
禄
大
定
目
制
定

高
知
城
下
大
火

九
月
一
四
日　

藩
主
豊
昌
没
す
︵
六
〇
︶

一
一
月
一
二
日　

第
五
代
豊
房
襲
封

六
月
七
日　

藩
主
豊
房
没
す
︵
三
五
︶

八
月
二
日　

第
六
代
豊
隆
襲
封

宝
永
地
震

三
月
一
八
日　

赤
岡
浦
大
火

五
月　

幕
府
巡
見
使
大
久
保
源
太
左
衛
門
一
行
来
国

四
月
一
四
日　

藩
主
豊
隆
没
す
︵
四
八
︶

五
月
二
七
日　

第
七
代
豊
常
襲
封

八
月　

山
内
規
重
解
蟄

是
歳
飢
饉

九
月
二
日　

藩
主
豊
常
没
す
︵
一
五
︶

一
〇
月
二
二
日　

第
八
代
豊
敷
襲
封

二
月
一
〜
二
日　

高
知
城
下
大
火
、
天
守
以
下
焼
失

享
保
飢
饉

七
月　

郷
士
登
用
、
領
知
規
則
を
定
む

二
月　

手
結
港
浚
渫

是
歳
御
蔵
紙
、
平
紙
の
制
を
布
く

高
知
城
再
建
落
成

是
歳
津
野
山
一
揆
起
る

一
二
月　

藩
校
教
授
館
設
立

一
一
月
一
九
日　

藩
主
豊
敷
没
す
︵
五
六
︶

一
月
二
〇
日　

第
九
代
豊
雍
襲
封

天
明
飢
饉

二
月
一
六
日　

池
川
、
名
野
川
郷
民
伊
予
へ
逃
散
す

八
月
二
四
日　

藩
主
豊
雍
没
す
︵
四
〇
︶

一
〇
月
二
八
日　

第
十
代
豊
策
襲
封

豊
永
郷
民
強
訴
を
企
つ
、
未
然
に
鎮
定

三
月
二
一
日　

江
戸
城
二
の
丸
普
請
手
伝
を
幕
府
よ
り
命
ぜ
ら
れ
る

江
戸
の
荒
木
佐
兵
衛
を
招
き
製
糖
業
を
起
こ
す

一
一
月
一
〇
日　

阿
波
農
民
甲
浦
に
逃
散

九
月　

新
に
国
産
役
を
置
く

藤
並
神
社
落
成
︵
祭
神
一
豊
・
見
性
院
・
忠
義
︶

二
月
五
日　

第
十
一
代
豊
興
襲
封

五
月　

幕
府
測
量
方
伊
能
忠
敬
来
る

三
月
一
九
日　

藩
主
豊
興
没
す
︵
一
七
︶

五
月
一
八
日　

第
十
二
代
豊
資
襲
封

五
月　

領
内
郷
士
地
下
浪
人
に
海
岸
警
備
を
命
ず

二
月
一
五
日　

藩
主
豊
資
西
郡
巡
視

一
月
二
六
日　

陽
貴
山
に
東
照
宮
建
立

是
歳
町
会
所
札
発
行

一
〇
月
一
五
日　

豊
資
東
部
巡
視
の
た
め
発
駕

是
歳
尾
戸
窯
及
び
工
人
の
能
茶
山
移
転
を
定
む

四
月
一
六
日　

幕
府
よ
り
関
東
諸
川
普
請
助
役
を
命
ぜ
ら
れ
る

五
月
一
六
日　

仁
井
田
、
窪
川
郷
士
を
募
る

八
月
三
日　

山
内
豊
策
没
す
︵
五
三
︶

一
月
七
日　

清
国
江
南
船
浦
戸
に
漂
着

八
月
二
日　

本
丁
、
通
町
の
市
立
免
許

五
月
二
九
日　

教
授
館
改
築
落
成

一
一
月　

鷹
匠
町
溝
梁
埋
立
に
着
手
︵
南
屋
敷
と
な
る
︶

一
二
月
一
日　

山
内
豊
著
鷹
匠
町
新
邸
に
移
る

七
月　

教
授
館
に
て
医
道
教
授
を
始
む

二
月　

藤
並
社
お
旅
所
新
設

八
月
六
日　

大
浪
、
津
呂
、
室
津
両
港
大
破
す

五
月
二
二
日　

幕
府
巡
見
使
平
岩
七
之
助
来
国

六
月　

江
戸
城
普
請
用
金
六
万
五
千
両
を
上
納
す

一
二
月　

山
分
庄
屋
秘
密
同
盟
、
待
遇
改
善
を
訴
う

一
月
二
六
日　

阿
波
農
民
豊
永
郷
に
逃
散

七
月
六
日　

名
野
川
郷
民
伊
予
に
逃
散

三
月
七
日　

第
十
三
代
豊
熈
襲
封

一
一
月
二
三
日　

お
こ
ぜ
組
の
獄
起
る

三
月
一
日　

医
学
館
、
帯
屋
町
に
開
業

是
歳
藩
士
を
選
び
西
洋
流
砲
術
家
下
曾
根
金
三
郎
に
入
門
せ
し
む

九
月
二
八
日　

豊
熈
領
内
西
郡
巡
見

一
〇
月
一
二
日　

医
学
館
を
沢
流
館
と
号
す

三
月
七
日　

帯
屋
町
引
合
場
に
武
芸
所
新
築

二
月
五
日　

異
国
船
防
禦
の
配
備
を
定
む

一
〇
月
九
日　

豊
熈
東
郡
巡
見
の
途
に
つ
く

七
月
一
〇
日　

藩
主
豊
熈
没
す
︵
三
四
︶

九
月
六
日　

第
十
四
代
豊
惇
襲
封

九
月
一
八
日　

藩
主
豊
惇
没
す
︵
二
六
︶
喪
を
秘
す

一
二
月
二
七
日　

第
十
五
代
豊
信
襲
封

一
一
月
一
八
日　

砂
糖
座
株
の
増
加
を
禁
じ
、
座
株
の
譲
渡
売
買
を
認
む

一
一
月　

医
師
広
田
玄
又
等
種
痘
を
施
す

漂
流
者
中
浜
万
次
郎
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
国

吉
田
東
洋
を
参
政
に
起
用

九
月
七
日　

安
芸
、
香
美
、
高
岡
に
郡
奉
行
を
新
置
す

一
〇
月　

鍋
焼
に
大
砲
鋳
造
を
始
む

一
一
月　

江
戸
浜
川
に
砲
台
を
築
く

九
月
一
二
日　

民
兵
を
募
る

一
一
月
五
日　

大
地
震
領
内
損
害
多
し

八
月　

新
造
の
模
型
蒸
気
船
江
戸
よ
り
浦
戸
湾
に
回
航
す

閏
五
月　

藩
士
手
島
八
助
、
下
許
武
兵
衛
函
館
を
視
察
す

六
月
二
一
日　

大
阪
警
備
を
幕
府
よ
り
命
ぜ
ら
る

二
月　

種
崎
船
匠
、
江
戸
に
洋
帆
船
製
法
を
伝
習
す

二
月
二
六
日　

豊
信
致
仕
、
容
堂
と
称
す
、
同
日
第
十
六
代
豊
範
襲
封

一
〇
月
一
一
日　

容
堂
謹
慎

一
月
二
二
日　

山
田
馬
次
郎
、
幕
府
の
遣
米
使
節
に
随
行
す

六
月　

御
蔵
紙
の
制
を
廃
す

武
市
瑞
山
土
佐
勤
王
党
を
結
成
す

是
歳
洋
帆
船
製
造

三
月　

吉
村
虎
太
郎
、
坂
本
龍
馬
等
脱
藩
す

四
月
五
日　

文
武
館
開
業

四
月
八
日　

参
政
吉
田
東
洋
暗
殺
さ
る
︵
四
八
︶

八
月
二
五
日　

藩
主
山
内
豊
範
上
京
、
国
事
周
旋
の
詔
を
受
く

六
月
八
日　

平
井
収
次
郎
、
間
崎
哲
馬
、
広
瀬
健
太
自
刀

八
月　

蒸
気
船
南
海
丸
を
購
入
す

九
月
二
一
日　

武
市
瑞
山
等
を
投
獄
す

九
月
二
七
日　

吉
村
虎
太
郎
大
和
鷲
家
に
戦
死

六
月
五
日　

望
月
亀
弥
太
等
京
都
池
田
屋
に
闘
死
す

七
月
二
一
日　

松
山
深
蔵
等
天
王
山
に
自
刀

九
月
五
日　

清
岡
道
之
助
等
奈
半
利
川
原
に
刑
せ
ら
る

閏
五
月
一
一
日　

武
市
瑞
山
獄
中
に
自
刀
︵
三
七
︶

七
月　

文
武
館
の
号
を
致
道
館
と
改
む

一
月
二
〇
日　

坂
本
龍
馬
薩
長
連
合
の
周
旋
に
成
功
す

二
月
五
日　

開
成
館
設
立
、
勧
業
貨
殖
の
策
を
立
つ

二
月
一
六
日　

山
内
容
堂
、
西
郷
隆
盛
を
散
田
邸
に
引
見
す

五
月
二
一
日　

薩
土
討
幕
の
密
約
成
る

一
〇
月
三
日　

豊
信
︵
容
堂
︶
大
政
奉
還
建
白
、
王
政
復
古
発
令

一
一
月
一
五
日　

坂
本
龍
馬
、
中
岡
慎
太
郎
京
都
に
暗
殺
さ
る

一
月
三
〜
四
日　

鳥
羽
伏
見
の
役

一
月
二
〇
日　

山
内
豊
範
薩
長
及
び
肥
前
藩
主
と
版
籍
奉
還
を
建
白
す

六
月
一
七
日　

版
籍
奉
還
聴
許
山
内
豊
範
を
高
知
藩
知
事
と
す

一
一
月
一
四
日　

従
来
の
格
式
を
廃
し
て
華
族
、
士
族
及
び
平
民
と
定
む

五
月
二
六
日　

農
工
商
制
を
定
め
従
来
の
庄
屋
を
坊
正
、
郷
正
と
改
む

三
ノ
丸
知
事
府
を
致
道
館
に
移
し
藩
庁
と
改
む

二
月
一
三
日　

親
兵
貢
献
を
命
ぜ
ら
る

三
月
七
日　

山
内
神
社
造
営

七
月
一
四
日　

廃
藩
置
県
、
高
知
県
と
改
称　
　

高
知
山
城
廃
止

一
月
四
日　

山
内
豊
資
没
す
︵
七
九
︶

六
月
二
一
日　

山
内
豊
信
没
す
︵
四
六
︶

八
月
六
日　

山
内
豊
範
東
京
に
移
る

七
月
一
三
日　

山
内
豊
範
没
す
︵
四
一
︶

慶
長 
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慶
長 

６
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慶
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３

宝
暦 

５

宝
暦 

９

明
和 

４
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４
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２
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３
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元
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４
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５
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元
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元
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２
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３
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治 

元
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元
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２
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３
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治 

元

明
治 

２
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３
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４
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一
六
〇
〇
年

一
六
〇
一
年

一
六
〇
三
年

一
六
〇
五
年

一
六
一
七
年

一
六
三
一
年

一
六
五
六
年

一
六
六
三
年

一
六
六
四
年

一
六
六
九
年

一
六
七
一
年

一
六
八
九
年

一
六
九
〇
年

一
六
九
八
年

一
七
〇
〇
年

一
七
〇
六
年

一
七
〇
七
年

一
七
一
三
年

一
七
一
七
年

一
七
二
〇
年

一
七
二
二
年

一
七
二
五
年

一
七
二
七
年

一
七
三
二
年

一
七
三
五
年

一
七
三
六
年

一
七
五
二
年

一
七
五
三
年

一
七
五
五
年

一
七
五
九
年

一
七
六
七
年

一
七
六
八
年

一
七
八
四
年

一
七
八
七
年

一
七
八
九
年

一
七
九
七
年

一
七
九
九
年

一
八
〇
〇
年

一
八
〇
一
年

一
八
〇
六
年

一
八
〇
八
年

一
八
〇
九
年

一
八
一
〇
年

一
八
一
四
年

一
八
一
五
年

一
八
一
六
年

一
八
一
九
年

一
八
二
〇
年

一
八
二
一
年

一
八
二
二
年

一
八
二
五
年

一
八
二
七
年

一
八
二
八
年

一
八
二
九
年

一
八
三
一
年

一
八
三
二
年

一
八
三
三
年

一
八
三
六
年

一
八
三
七
年

一
八
三
八
年

一
八
四
一
年

一
八
四
二
年

一
八
四
三
年

一
八
四
四
年

一
八
四
五
年

一
八
四
六
年

一
八
四
七
年

一
八
四
八
年

一
八
四
九
年

一
八
五
〇
年

一
八
五
二
年

一
八
五
三
年

一
八
五
四
年

一
八
五
五
年

　
一
八
五
七
年

一
八
五
八
年

一
八
五
九
年

一
八
六
〇
年

一
八
六
一
年

一
八
六
二
年

一
八
六
三
年

一
八
六
四
年

一
八
六
五
年

一
八
六
六
年

一
八
六
七
年

一
八
六
八
年

一
八
六
九
年

一
八
七
〇
年

一
八
七
一
年

一
八
七
二
年

一
八
八
六
年

一
六
〇
〇
年
以
前
創
業　
　

西
川
村
か
ら
夜
須
出
口
に
移
り
、
出
身
地
の
西
川
を
屋
号
と
し
て

素
麺
、
麩
、
菓
子
の
製
造
を
始
め
る
。

一
豊
公
御
入
国
を
記
念
し
て
菓
子
の
創
作
に
取
組
む

一
月
七
日　

山
内
一
豊
公
に
素
麺
・
創
作
菓
子
﹁
梅
不
し
﹂
を
献
上　

於
赤
岡
與
楽
寺

御
用
商
人
と
な
る

素
麺
の
製
法
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
創
作
菓
子
﹁
堅
干
﹂
ケ
ン
ピ
を
創
製
、
藩
主
に
献
上

初
代　

西
川
屋
才
兵
衛

西
川
屋
の
店
舗
を
現
在
の
地
に
構
え
菓
子
類
を
一
般
に
も
売
出
す

幕
府
上
使
赤
岡
止
宿
↓
麩
御
用

生
菓
子
仕
成
方
始
め
る

幕
府
目
付
與
楽
寺
止
宿
↓
生
菓
子
・
麩
御
用
↓
與
楽
寺
仮
小
屋
で
作
業
↓
七
人
扶
持
・

薪
・
油
・
蝋
燭
・
手
伝
夫
許
可
、
生
菓
子
仕
成
方
御
免

藩
主
︵
豊
常
︶
與
楽
寺
止
宿
↓
生
菓
子
御
用

素
麺
仕
成
方
御
免

與
楽
寺
に
て
香
我
美
・
長
岡
両
郡
地
鎮
祭
執
行
↓
生
菓
子
・
麺
類
御
用

九
月
一
五
日　

二
代　

西
川
屋
才
兵
衛　

死
去

幕
府
上
使
与
楽
寺
止
宿
↓
生
菓
子
御
用

上
方
銀
座
役
人
止
宿
↓
賄
方
勤
仕
、
大
和
守
様[

松
平
大
和
守
朝
矩
︵
夫
人
が
山
内

豊
敷
の
妃
︶]

使
者
與
楽
寺
止
宿
↓
麩
御
用

藩
主
︵
豊
敷)

手
結
浦
長
楽
寺
御
入
↓
干
菓
子
御
用

落
雁
仕
成
方
御
免

八
月
二
二
日　

三
代　

西
川
屋
才
兵
衛　

死
去

山
内
太
兵
衛
か
ら
藩
主
︵
豊
策
︶
へ
の
献
上
白
髪
素
麺
、
山
内
荘
三
郎
か
ら
藩
主
へ
の

献
上
白
髪
素
麺
︵
二
〇
箱
︶

藩
主
︵
豊
策
︶
進
物
用
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

二
〇
〇
把
・
三
〇
把
・
一
回
分
数
量
不
明
︶
、

褒
詞

素
麺
菓
子
類
仕
成
に
つ
き
調
査
↓
赤
岡
町
中
へ
素
麺
麦
菓
子
類
仕
成
御
免

一
月
三
一
日　

四
代　

西
川
屋
才
兵
衛　

死
去

二
方
様
與
楽
寺
滞
座
↓
白
髪
素
麺
︵
二
箱
︶
、
與
楽
寺
よ
り
の
献
上
菓
子
、

帰
座
の
節
島
村
氏
よ
り
の
献
上
生
菓
子

御
表
御
納
戸
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
〇
〇
把
︶
、
御
郡
役
所
に
て
褒
詞

御
納
戸
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
八
〇
把
︶
、
御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文(

六
〇
把
︶

御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
江
戸
表
進
物
と
し
て
白
髪
素
麺
注
文
︵
八
〇
把
︶

周
右
衛
門
様
上
灘
巡
見
で
赤
岡
へ
↓
夜
須
屋
よ
り
の
献
上
生
菓
子
、
止
宿
の

手
結
浦
長
楽
寺
よ
り
の
献
上
生
菓
子
、
正
福
寺
よ
り
の
献
上
白
髪
素
麺
、
御
隠
居
様

︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

各
五
〇
把
︶

御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

各
五
〇
把
︶

御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
五
〇
把
︶
、
藩
主
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文

︵
二
回　

各
五
〇
把
︶

御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

各
五
〇
把
︶
、
阿
波
守
様

︵
一
二
代　

蜂
須
賀
斉
昌
︶
使
者
止
宿
↓
素
麺
生
菓
子
↓
土
産
と
し
て
白
髪
素
麺
注
文
︵
一
二
箱
︶

阿
州
御
使
者　

井
後
直
右
衛
門
様
御
入
来
・
・
・

︵
文
化
一
一
年
戌
六
月
一
八
日
夜
須
屋
庄
右
衛
門
方
へ
御
泊
り
の
節
、
ご
馳
走
に

　

友
白
髪
素
麺
を
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
ご
賞
味
下
さ
れ
、
お
土
産
に
所
望
︶

御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

各
五
〇
把
︶

九
月
四
日　

五
代　

西
川
屋
市
衛
門　

死
去

御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

各
五
〇
把
︶

千
代
三
郎
様
︵
豊
敬
の
子
・
豊
種
︶
遠
馬
に
て
與
楽
寺
へ
御
入
↓
與
楽
寺
よ
り
の
献
上

干
菓
子
、
御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

五
〇
把
・
二
〇
把
︶
、

藩
主
︵
豊
資
︶
江
戸
進
物
と
し
て
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
〇
把
入
四
箱
︶

藩
主
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
掛
目
五
〇
〇
匁
︶
、
郡
役
場
よ
り
御
表
進
物
と
し
て

白
髪
素
麺
注
文
︵
二
〇
把
入
一
箱
︶
、
御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回

各
二
〇
把
︶

雅
楽
助
様[

山
内
豊
著
︵
容
堂
の
父
︶]

遠
足
に
て
與
楽
寺
へ
↓
與
楽
寺
よ
り
献
上

干
菓
子
、
島
村
氏
よ
り
の
献
上
干
菓
子
、
御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文

︵
二
〇
把
︶
、
諸
商
売
詮
議
↓
一
宮
千
部
経
転
読
法
会
で
の
商
売
御
免
、
藩
主
︵
豊
資
︶

巡
覧
小
林
・
止
宿
↓
安
芸
郡
諸
氏
︵
五
名
︶
よ
り
の
献
上
干
菓
子
︵
白
羊
羹
︶
、
御
隠
居
様

︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
〇
把
︶

赤
岡
町
生
菓
子
仕
成
方
調
査
︵
御
郡
方
︶
、
御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文

︵
二
回　

各
二
〇
把
︶
、
小
川
町
御
奥
様
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
一
二
〇
把
二
箱
︶

雅
楽
助
様
遠
足
に
て
與
楽
寺
へ
↓
與
楽
寺
よ
り
の
献
上
干
菓
子
、
御
隠
居
様
︵
豊
策
︶

よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

各
二
〇
把
︶

御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

五
〇
把
×
二
回
、
三
〇
把
︶
、
御
郡
方

よ
り
糀
持
売
札
仲
間
へ
指
令
、
一
宮
千
部
経
転
読
法
会
で
の
諸
商
売
方
限
制
限
緩
和

藩
主
︵
豊
資
︶
よ
り
急
御
用
に
て
白
髪
素
麺
注
文
︵
四
〇
把
入
一
箱
︶
、
御
隠
居
様
︵
豊
策
︶

よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

各
五
〇
把
︶

五
台
山
文
殊
尊
千
年
開
帳
に
て
三
〇
日
間
素
麺
菓
子
類
商
売
御
免
、
御
隠
居
様

︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
五
〇
把
︶

村
山
氏
よ
り
江
戸
御
屋
敷
へ
の
献
上
白
髪
素
麺
注
文
︵
九
〇
把
入
一
箱
︶
、

御
隠
居
様
︵
豊
策
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
五
〇
把
︶

候
姫
様
よ
り
三
條
様
へ
の
進
物
白
髪
素
麺
注
文
︵
一
箱
︶
↓
雨
天
の
た
め

日
延
申
請
、
褒
詞

一
二
月　

八
代　

池
田
才
平　

出
生

候
姫
様
よ
り
三
條
様
へ
の
進
物
白
髪
素
麺
注
文
︵
一
〇
把
入
二
箱
︶
、
東
御
屋
敷
よ
り

江
戸
進
物
白
髪
素
麺
注
文
︵
代
一
〇
両
︶

二
方
様
手
結
浦
御
出
↓
島
村
氏
よ
り
の
献
上
干
菓
子
、
小
休
↓
夜
須
屋
よ
り
の

献
上
生
菓
子
︵
羊
羹
︶
、
與
楽
寺
止
宿
↓
與
楽
寺
よ
り
の
献
上
菓
子
、
御
殿
入
↓
羊
羹
献
上

大
学
様
︵
豊
策
の
子
・
豊
栄
︶
安
芸
遠
足
↓
赤
岡
町
綿
屋
よ
り
の
献
上
菓
子

五
月　

藩
主
︵
豊
資
︶
参
勤
交
代
御
帰
国
御
行
列
配
置
図

政
五
郎
様
遠
馬
御
昼
休
↓
岸
本
河
本
屋
よ
り
の
献
上
生
菓
子
↓
土
産
と
な
る
、

大
学
様
手
結
浦
御
出
↓
綿
屋
よ
り
の
献
上
干
菓
子
、
藩
主
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺

注
文
︵
四
回　

掛
目
五
〇
〇
目
＝
九
九
把
・
二
〇
〇
把
×
二
回
︶

在
江
戸
藩
主
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
︵
三
〇
〇
把
︶
↓
小
麦
不
出
来
・
雨
天
に
つ
き

日
延
上
納

藩
主
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

一
〇
〇
把
×
二
回
・
五
〇
把
︶
↓
小
麦
大
上
り
・

素
麺
値
上
願
↓
一
把
三
分
値
上
許
可

幕
府
上
使
・
御
二
方
様
・
靭
負
様
止
宿
↓
素
麺
御
好
に
て
白
髪
素
麺
差
出
︵
翌
朝
も
︶
、

若
殿
様
︵
豊
熈
︶
よ
り
進
物
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

内
一
回
は
二
〇
四
把
・
一
回
分
は

数
量
不
明
︶
、
藩
主
︵
豊
資
︶
よ
り
急
御
用
白
髪
素
麺
注
文
︵
五
〇
〇
把
︶
↓
雨
天
で
日
延
上
納

藩
主
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
〇
〇
把
︶
↓
麦
雨
イ
タ
ミ
で
分
割
上
納

備
前
様
︵
備
前
岡
山
藩　

七
代
藩
主　

池
田
斉
敏
︶
へ
の
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

二
〇
〇
把
・
三
〇
〇
把
×
二
回
︶
↓
一
回
は
甚
寒
の
為
日
延
上
納

御
郡
方
よ
り
西
川
屋
生
菓
子
仕
成
御
免
の
時
期
調
査
↓
御
郡
方
よ
り
赤
岡
庄
屋
へ

西
川
屋
生
菓
子
仕
成
継
続
御
免
の
旨
通
知

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

二
〇
〇
把
×
二
回
・
三
〇
〇
把
︶
、

進
物
白
髪
素
麺
注
文
︵
一
〇
〇
把
︶

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

二
〇
〇
把
・
三
〇
〇
把
︶
↓
雨
天
の
為

分
割
上
納

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
〇
〇
把
︶
↓
梅
雨
の
為
天
気
次
第
に
分
割
上
納
、

藩
主
︵
豊
熈
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

三
〇
〇
把
×
二
回
・
一
〇
〇
把
︶
↓
一
回
は
風
雨

甚
の
為
天
気
次
第
上
納
、
少
将
様
屋
敷
に
招
致
↓
素
麺
把
手
替
御
好
︵
巻
把
三
〇
〇
把
︶

指
示
、
少
将
様
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
五
〇
〇
把
︶
↓
分
割
上
納
︵
四
〇
〇
把
は
巻
把
︶

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

五
〇
〇
把
・
三
〇
〇
把
︶
↓
一
回
は
天
気
不
順

の
為
で
分
割
上
納
、
包
仕
成
は
大
把

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
五
回　

二
〇
〇
把
×
四
回
・
五
〇
〇
把
︶
↓
二
回
は

天
気
不
順
の
為
日
延
上
納
、
藩
主
︵
豊
熈
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
八
回　

二
〇
〇
把
・

一
五
〇
把
×
四
回
・
一
〇
〇
把
×
三
回
︶
↓
一
回
は
伊
達
遠
江
様
︵
伊
予
宇
和
島
藩
八
代
藩
主

伊
達
宗
城
︶
進
物

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

各
五
〇
〇
把
︶
↓
一
回
分
割
上
納

九
月
六
日
よ
り
後　

﹁
覚　

自
江
戸
表
御
飛
脚
到
着
・
・
・

︵
式
部
様 <

豊
惇> 

老
中
よ
り
家
督
相
続
許
可
に
つ
き
今
後
は
太
守
様
と
呼
ぶ
べ
き
旨
通
知
︶

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

各
五
〇
〇
把
︶
↓
分
割
上
納
・
一
回
は
紙
包
、

藩
主
︵
豊
信
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
五
回　

五
〇
〇
把
・
四
〇
〇
把
・
一
〇
〇
把
×
三
回
︶
↓

一
回
は
雨
天
で
日
延
申
請
↓
江
戸
進
物
に
つ
き
期
限
内
上
納
︵
一
回
は
紙
包
︶

藩
主
︵
豊
信
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

三
〇
〇
把
・
一
〇
〇
把
×
二
回
︶
↓
一
回
は
雨
天

渡
河
不
能
の
為
日
限
切
上
納
、
少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
五
〇
〇
把
︶
↓

倅
病
気
で
日
延
分
割
上
納

藩
主
︵
豊
信
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
〇
〇
把
︶
↓
雨
天
と
家
内
病
気
の
為
日
延
上
納
、

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
四
回　

五
〇
〇
把
×
三
回
・
一
〇
〇
把
︶
↓
三
回
あ
り

合
わ
せ
な
く
分
納
上
納
、
一
宮
千
部
経
転
読
法
会
で
の
商
売
に
つ
い
て
御
先
遺
所

か
ら
庄
屋
へ
問
い
合
わ
せ

藩
主
︵
豊
信
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

二
〇
〇
把
×
二
回
・
一
〇
〇
把
︶
↓
一
回
は
当
年

小
麦
至
っ
て
悪
・
車
水
切
で
日
延
上
納
、
少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
四
回

五
〇
〇
把
・
三
〇
〇
把
・
一
〇
〇
把
×
二
回
︶
↓
一
回
は
日
延
上
納
、
少
将
様
神
峯
参
詣
帰

途
中
の
土
産
に
白
髪
素
麺
注
文
↓
分
割
上
納

藩
主
︵
豊
信
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

三
〇
〇
把
・
二
〇
〇
把
・
一
〇
〇
把
︶
↓
少
将
様

︵
豊
資
︶
よ
り
も
注
文
あ
り
日
延
上
納
、
少
将
様
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
四
回　

五
〇
〇
把
・

四
〇
〇
把
・
一
〇
〇
把
×
二
回
︶
↓
一
回
は
紙
包
、
香
我
美
郡
役
所
建
設
に
寸
志
二
歩
二
朱
差
上

少
将
様
︵
豊
資
︶
六
一
歳
御
賀
御
祝
儀
に
米
・
大
熨
斗
・
梅
折
枝
三
方
に
て
献
上
、

少
将
様
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
回　

各
二
〇
〇
把
︶
↓
一
回
は
大
地
震
で
日
延
上
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
地
震
の
記
録
有
り

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
〇
〇
把
︶

大
学
様
・
四
方
様
手
結
に
遠
馬
↓
岸
本
畠
中
氏
・
野
市
村
山
氏
よ
り
の
献
上
菓
子
、

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

五
〇
〇
把
・
五
〇
把
︶
、
筒
張
に
寸
志

金
二
歩
差
出

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
〇
〇
把
︶
、
山
内
下
総
様
夜
須
浦
御
出
↓
休
息
↓

饅
頭
買
上
・
小
杉
原
３
束
拝
領
、
同
氏
安
芸
浦
御
出
↓
休
息
↓
饅
頭
買
上
、
同
氏
安
芸
浦
御
出

↓
干
菓
子
買
上
、
少
将
様
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
二
回　

三
〇
〇
把
・
二
〇
〇
把
︶
、

郡
役
所
に
て
褒
詞

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
〇
〇
把
︶
↓
日
延
上
納

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
五
〇
〇
把
︶
↓
雨
天
で
日
延
上
納

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
〇
〇
把
︶

八
月
一
九
日　

六
代　

西
川
屋
才
平　

死
去

少
将
様
︵
豊
資
︶
よ
り
白
髪
素
麺
注
文
︵
三
〇
〇
把
︶

九
月
一
三
日　

七
代　

西
川
屋
才
平
︵
重
蔵
︶
死
去

亥
九
月
一
七
日　

少
将
様
︵
豊
資
︶
御
七
〇
賀
奉
祝
御
菓
子
献
上
仕
候

二
月
一
六
日　

池
田
亀
松　

出
生

九
月
二
二
日　

八
代　

西
川
屋
才
平
︵
熊
太
郎
︶
死
去

一
二
月
二
七
日　
　
　

池
田
耕
一　

出
生
︵
亀
太
郎
・
長
男
︶

八
月
一
二
日　

九
代　

西
川
屋
再
平
︵
亀
松
︶
死
去

池
田
耕
一　

四
年
間
シ
ベ
リ
ア
抑
留
後
復
員

三
月
天
皇
陛
下
御
賞
味
の
栄　

梅
不
し
・
ケ
ン
ピ　

於
三
翠
園

高
知
市
追
手
筋　

高
知
支
店
開
設

一
〇
月
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
賞
味
の
栄　

梅
不
し　

於
知
事
公
舎

高
松
宮
殿
下　

梅
不
し　

於
三
翠
園

八
月
秩
父
宮
妃
殿
下　

梅
不
し　

於
城
西
館

一
一
月
秩
父
宮
妃
殿
下　

梅
不
し　

於
城
西
館

五
月
二
四
日　

十
代　

西
川
屋
再
平
︵
亀
太
郎
︶
死
去

高
知
市
北
竹
島
町　

本
社
工
場　

竣
工

有
限
会
社
西
川
屋
老
舗　

法
人
設
立　

池
田
耕
一
が
代
表
取
締
役
に
就
任

五
月　

池
田
耕
一　

↓　

十
一
代　

池
田
再
平
を
襲
名

七
月
皇
太
子
、
同
妃
殿
下　

梅
不
し　

於
城
西
館

一
六
〇
一
年

一
六
八
八
年

一
七
一
〇
年

一
七
一
二
年

一
七
一
七
年

一
七
二
〇
年

一
七
三
二
年

一
七
四
一
年

一
七
四
六
年

一
七
五
八
年

一
七
六
四
年

一
七
八
〇
年

一
七
九
七
年

一
八
〇
三
年

一
八
〇
四
年

一
八
〇
五
年

　
　

〃

一
八
〇
六
年

一
八
〇
八
年

一
八
〇
九
年

一
八
一
一
年

一
八
一
二
年

一
八
一
三
年

一
八
一
四
年

一
八
一
五
年

　
　

〃

一
八
一
六
年

一
八
一
七
年

一
八
一
八
年

一
八
一
九
年

一
八
二
〇
年

一
八
二
一
年

一
八
二
二
年

一
八
二
三
年

一
八
二
四
年

一
八
二
五
年

一
八
二
六
年

一
八
二
七
年

一
八
二
八
年

一
八
三
三
年

一
八
三
四
年

一
八
三
五
年

一
八
三
六
年

一
八
三
七
年

一
八
三
八
年

一
八
三
九
年

一
八
四
一
年

一
八
四
二
年

一
八
四
三
年

一
八
四
四
年

一
八
四
五
年

一
八
四
六
年

一
八
四
七
年

一
八
四
八
年

一
八
四
九
年

一
八
五
〇
年

一
八
五
一
年

一
八
五
二
年

一
八
五
三
年

一
八
五
四
年

一
八
五
五
年

一
八
五
六
年

一
八
五
七
年

一
八
五
八
年

一
八
五
九
年

一
八
六
〇
年

一
八
六
〇
年

一
八
六
一
年

一
八
六
二
年

一
八
六
三
年

一
八
六
六
年

一
八
九
五
年

一
九
二
四
年

一
九
三
八
年

一
九
四
九
年

一
九
五
〇
年

一
九
五
三
年

一
九
五
六
年

一
九
五
七
年

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

一
九
七
五
年

慶
長 

６

元
禄 

元

宝
永 
７

正
徳 

２

享
保 

２

享
保 

５

享
保 

享
保
年
中

寛
保 

元

延
享 

３

宝
暦 

８

宝
暦
年
中

明
和 

元

安
永 

８

寛
政 

９

享
和 

３

享
和 

４

文
化 

２

　

〃
文
化 

３

文
化 

５

文
化 

６

文
化 

８

文
化 

９

文
化

文
化

文
化

　

〃
文
化

文
化

文
化

文
政 

２

文
政 

３

文
政 

４

文
政 

５

文
政 

６

文
政 

７

文
政 

８

文
政 

９

文
政

文
政

天
保 

４

天
保 

５

天
保 

６

天
保 

７

天
保 

８

天
保 

９

天
保

天
保

天
保

天
保

天
保

弘
化 

２

弘
化 

３

弘
化 

４

嘉
永 

元

嘉
永 

２

嘉
永 

３

嘉
永 

４

嘉
永 

５

嘉
永 

６　

嘉
永 

７

安
政 

２

安
政 

３

安
政 

４

安
政 

５

安
政 

６

安
政 

７

万
延 

元

文
久 

元

文
久 

２

文
久 

３

慶
応 

２

明
治

大
正

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

17101112131415101110121314

1213 131419

1513132425283132424350 28

1113 11 10101217201112101112 1112

この年表は、西川屋に伝わる藩主及び
　土佐藩からの御用状を基に作成したものです。


